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（2）第 ２５ 号

　任期二年目を迎えました理

事長の倉持でございます。毎

日精一杯努めさせて頂いてお

ります。どうぞよろしくお願

い致します。

　組合員の皆様には、当改良

区の各種事業の推進について、

日頃から格段のご協力を頂き、

当改良区の運営も概ね順調に

推移しており、衷心から御礼を申し上げます。

　また、茨城県県南農林事務所をはじめ、管内市、そ

して茨城県土地改良事業団体連合会等、関係機関の皆

様にも、格段のご支援ご協力を頂いておりますことに

併せて深謝いたしております。

　さて、昨年の１２月政権の交代があって、平成２４

年度の補正予算と平成２５年度の当初予算が平成２１

年度の水準まで回復すると言われております。今後は、

少しでも皆様の要望に応えられるのではと期待してい

ます。

　また、行政にも我々農業者の置かれている現状や農

業施設の維持管理が地域の防災や洪水被害の防止に多

大な貢献をしている等、地域住民の共通の財産である

事を考慮して可能な限りの予算配分をお願いし、老朽

化が進み不良箇所の続出している灌漑施設の改良が今

以上のスピード感を持って進められるよう、関係機関

との連携を密にしながら、役職員一丸となって努めて

いきます。

　しかし、今農業が置かれている現況は、施設等の整

備というハード面だけを充実すれば解決するほど簡単

な状況ではありません。昨年も申し上げましたが、一

つは後継者の問題です。高齢化してしまった農業を活

性化するためには、担い手の育成が喫緊の課題です。

国も、農地・水保全管理支払交付金事業や人・農地プ

ラン事業といった施策を打ち出しています。我々もこ

のような施策に積極的に参加するような意識の改革が

必要かと考えており、早急に行政と手を携えて、検討

しなければと思っています。

　もう一つは、かねてから、農業関係団体が連携して

参加に反対を唱えてきた環太平洋経済連携協定 ( ＴＰ

Ｐ ) 問題です。政府は交渉参加を表明しました。交渉

次第では日本の農業は壊滅的な状況になります。政府

は粘り強く交渉していくとは言っていますが、日本の

主張が全て通るとは考えられません。そのとき政府は

農業を支援していく施策をどのような形で打ち出すの

かが大きな問題です。確かに関税を保持しているだけ

では農業問題は何も解決しませんでした。関税を守る

ことが農業を守ることではないかもしれませんが、こ

のままでの関税撤廃は日本の農業に壊滅的な打撃を加

えることは必至です。政府には農業の育成・支援には

抜本的な施策をお願いするのみであります。今までの

ような補助金の交付などでは日本の農業は守れませ

ん。国際的な競争力を持ち、自立出来るための施策を

講じるよう、訴えていきます。

　今年度の福岡堰土地改良区管内の事業は、県営経営

体育成基盤整備事業藤代北部地区が新規着工されま

す。また、地盤沈下対策事業で進めてきた鐘打落排水

路と山谷落排水路の工事が今年度で完成する予定で

す。そして念願であった本田排水機場が、ストックマ

ネジメント事業により採択に向けて調査に入る予定で

す。その他の事業においても積極的に進めていく所存

ですので、組合員各位の更なるご協力をお願い致しま

す。

　最後になりましたが、組合員の皆様そして各関係機

関の皆様のご健勝と更なるご発展をご祈念申し上げま

してご挨拶と致します。

　本年度の定期人事異動によ

り、県南農林事務所土地改良

部門へ赴任してまいりました

飯岡でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

　福岡堰土地改良区の皆様に

は、日頃より農業農村整備事

業や茨城農業改革の推進にあ

たりまして、格別のご支援と

ご協力を賜り誠にありがとうございます。紙面をお借

りし厚くお礼申し上げます。

　農業を取りまく情勢は、農業従事者の減少・高齢化

や後継者不足、耕作放棄地の増大、さらにはＴＰＰへ

の交渉参加など、内外において憂慮すべき様々な課題

に直面しております。また、老朽化した農業水利施設

の保全対策につきましても早急に対応すべき課題と

なっている状況にあります。

　このような中、国におきましては、昨年末の政権交

福岡堰土地改良区　理事長　倉持　悦典

茨城県県南農林事務所　土地改良部門長　飯岡　輝夫
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代を受けまして競争力ある「攻めの農林水産業」を展

開するべく、農業水利施設の長寿命化対策、水田の大

区画化や汎用化などを推進することとしています。

　一方、県におきましても、「第７次土地改良５ヵ年

計画」に基づき、水田の整備と担い手への農地集積を

一体に進める「経営体育成基盤整備事業」などの生産

基盤の整備や農業水利施設の適切な保全管理を推進し

ているところです。

　併せて、地域ぐるみで取り組む農地や農業水利施設

の保全管理活動の促進など、農業・農村の持続的な発

展を図っているところです。

　現在、福岡堰土地改良区の管内におきましては、県

営事業として経営体育成基盤整備事業「伊奈二期地

区」・湛水防除事業「久賀２期地区」・地盤沈下対策事

業「福岡堰４期地区」「小貝東部２期地区」の４地区

について継続して事業を実施しており、また、今年度

から新たに経営体育成基盤整備事業「藤代北部地区」

の採択が見込まれるなど、農地や農業水利施設の整備

に積極的に取り組まれ、地域農業の発展に寄与してい

るところでございます。

　福岡堰土地改良区におかれましては、 約３, ０００

ｈａに及ぶ広大な優良農地と歴史ある農業水利施設

を、次の世代に良好な状態で引き継いでいただくとと

もに、整備されました水田を最大限活用され、競争力

のある産地として今後ともより一層地域の農業・農村

の振興に取り組まれることを期待いたします。

　土地改良部門としましても、必要な予算を確保する

とともに、コスト縮減を図りながら工事の早期完了に

努めて参りますので、福岡堰土地改良区の皆様方にお

かれましては、引き続きご支援とご協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。

　最後になりましたが、福岡堰土地改良区の益々のご

発展と組合員各位のご健勝・ご多幸をお祈り申し上げ

ましてご挨拶といたします。

茨城県土地改良事業団体連合会　県南事業所長　柴﨑　公二

　４月の定期異動によりまし

て、土地改良事業団体連合会 

県南事業所に赴任いたしまし

た柴﨑でございます。どうぞ

よろしくお願い致します。

　福岡堰土地改良区の皆様方

には常日頃より、農業農村整

備事業の推進はもとより、本

会の業務運営に対しまして、

特段のご支援ご協力を賜り、紙面をお借りしまして厚

く御礼申し上げます。

　東日本大震災から二カ年が過ぎ、農地及び農業施設

等への被害の対応に多大なるご尽力を賜りましたこと

に、重ねて御礼申し上げます。

　さて、今日の農業農村を取り巻く情勢は、農業従事

者の減少や高齢化、担い手不足、農産物価格の低迷や

耕作放棄地の増大、さらには農業施設の老朽化、また

最近では電気料金の値上げなどに加え、貿易の自由化

の動きなど、多くの課題を抱えております。

　一方で、我が国の食料自給率 ( カロリーベース ) は、

主要先進国の中でも最低水準となる３９パーセント　

( 平成２３年度）にとどまっており、改めて食料自給

率向上が強く望まれております。

　このような状況の中で、農業の体質強化を図りなが

ら、食料供給の基盤である農地を有効利用するために

は、農地の大区画化・担い手への農地集積・水田の汎

用化・担い手の育成確保等が求められております。

　新聞などでは、農家の所得倍増計画などがささやか

れている中、具体的な所得倍増の手段として、農業者

が生産から加工販売まで一体的に手がける「六次産業

化の推進」を柱に、農家自らの創意工夫で農産品の価

値を高め、高値で売れるようにすることで収入を増や

し、儲かる農業の実現に向けての取り組みが必要に

なってきています。

　また、昨年の政権交代により平成２５年度の農業農

村整備事業関係予算については、平成２１年度予算を

超えるまでに復活し、農地・水保全管理支払交付金の

予算も対前年度比で１１４％であり、今後大いに期待

されるところであります。

　平成１９年度から始まった農地・水保全管理支払交

付金も、第１期対策５年間が終了し、平成２４年度か

ら第２期対策の２年目に入り、手続き面でもかなり簡

素化され取り組みやすくなっております。

　農地は食料供給の基盤であり、土地改良区の農業水

利施設は、農業生産活動を支えるだけでなく、洪水被

害防止や生物多様性の保全、農村景観形成などの多面

的機能を有する公共性の高い財産でありますので、行

政や団体、地域が一体となって適切な保全管理体制を

築き、施設の長寿命化対策を図っていかなくてはなり

ません。

　当連合会としましても全力を挙げてお手伝いをして

参りたいと考えておりますので、皆様方には、なお一

層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げま

す。

　結びに、貴土地改良区の益々のご発展と組合員の皆

様方のご健勝をご祈念申し上げましてご挨拶と致しま

す。
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　平成２４年１０月１９日 ( 金 )、当土地改良区事務所会議室において、

臨時総代会が開催され、つくばみらい市福岡地区の飯泉 正総代を議長に

選出し、次の議案について審議し、全議案原案通り承認及び可決決定さ

れました。

第 １ 号議案　平成２３年度福岡堰土地改良区事業報告の承認について

第 ２ 号議案　平成２３年度福岡堰土地改良区財産目録の承認について

第 ３ 号議案　平成２３年度福岡堰土地改良区会計収入支出決算の承認について

　（ア）一般会計

　（イ）常勤役職員退職給与積立金特別会計

　（ウ）地区除外決済金特別会計

　（エ）地区除外決済金積立金特別会計

　（オ）備品費及び財産費引当積立金特別会計

　（カ）戦略作物生産拡大関連基盤緊急整備事業特別会計

第 ４ 号議案　平成２４年度土地改良施設維持管理適正化事業の施行について

第 ５ 号議案　平成２４年度農業体質強化基盤整備促進事業施行議決中、一部変更について

第 ６ 号議案　福岡堰土地改良区地区除外決済金積立金の運用処分の一部変更について

第 ７ 号議案　平成２４年度福岡堰土地改良区会計収入支出補正予算（案）の議決について

　（ア）一般会計

　（エ）地区除外決済金積立金特別会計

　（カ）農業体質強化基盤整備促進事業特別会計

　平成２４年１０月１９日 ( 金 ) 開催の臨時総代会において承認を得ました、平成２３年度財産目録及び会計収入

支出決算は次の通りです。

資　　　　　産 負　　　　　債

流　動　資　産 ４３，６５４，６８５ 長　期　負　債 ２８，１６０，０００

特　定　資　産 ６１４，３３３，１９８ 短　期　負　債 ６１４，０８３，１９８

固　定　資　産 １８６，８６０，０１６

計 ８４４，８４７，８９９ 計 ６４２，２４３，１９８

（単位：円）

財　　産　　目　　録
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収　　　　　入 支　　　　　出

款 金　　額 款 金　　額

１. 組 合 費 ２１１，８０７，４６０ １. 事 務 費 ９２，６９５，５９９

２. 財 産 収 入 １２７，５００ ２. 維 持 管 理 費 ３２，５６８，１１０

３. 補助金及び交付金 ３０，７５７，０００ ３. 事 業 費 １０５，４４６，６６１

４. 負担金及び寄付金 ４４，６６４，６２５ ４. 財 産 費 ４，１１５，５９０

５. 雑 収 入 ３，２９４，５７７ ５. 借 入 費 ２８，７２４，７４３

６. 繰 入 金 ５０，０５２，７００ ６. 負 担 金 繰 出 金 ７５，２１９，３３９

７. 繰 越 金 ４０，９８７，２２６ ７. 諸 費 ６，５８１，８５１

８. 予 備 費 ０

計 ３８１，６９１，０８８ 計 ３４５，３５１，８９３

会　　計　　別 収入決算額 支出決算額 差 引 残 額 摘　　　要

（イ）常 勤 役 職 員 退 職
給 与 積 立 金

８９，３８１，２９１ ２７，８９８，４０８ ６１，４８２，８８３ 平成２４年度へ繰越 

（ウ）地 区 除 外 決 済 金 ８，１７９，６５７ ８，１７９，６５７ ０

（エ）地 区 除 外 決
済 金 積 立 金

３６３，３２５，７６６ ５０，９００，０００ ３１２，４２５，７６６ 平成２４年度へ繰越 

（オ）備 品 費 及 び 財 産
費 引 当 積 立 金

２４０，１７４，５４９ ０ ２４０，１７４，５４９ 平成２４年度へ繰越

（カ）戦略作物生産拡大関
連基盤緊急整備事業

８２，１９１，９００ ８２，１９１，９００ ０

計 ７８３，２５３，１６３ １６９，１６９，９６５ ６１４，０８３，１９８

（単位：円）

（単位：円）

会 計 収 入 支 出 決 算

差引残額　３６，３３９，１９５円は、平成２４年度へ繰越

収　入 支　出



（6）第 ２５ 号

　平成２５年３月２７日 ( 水 )、当土地改良区事務所会議室において、通

常総代会が開催され、つくばみらい市板橋地区の中山 和彦総代を議長に

選出し、次の議案について審議し、全議案原案通り承認及び可決決定さ

れました。

第 ８ 号議案　福岡堰土地改良区役員補欠選挙執行について
第 ９ 号議案　平成２４年度農業体質強化基盤整備促進事業施行議決中、一部変更について
第１０号議案　平成２４年度福岡堰土地改良区会計収入支出補正予算 ( 案 ) の議決について
　（ア）一般会計
　（イ）常勤役職員退職給与積立金特別会計
　（ウ）地区除外決済金特別会計
　（エ）地区除外決済金積立金特別会計
　（カ）農業体質強化基盤整備促進事業特別会計
第１１号議案　平成２５年度組合費賦課率及び徴収方法の議決について
第１２号議案　県営土地改良事業に伴う分担金の納入について
第１３号議案　平成２５年度土地改良施設維持管理適正化事業の施行について
第１４号議案　平成２５年度農業基盤整備促進事業の施行について
第１５号議案　福岡堰土地改良区地区除外決済金積立金の運用処分について
第１６号議案　平成２５年度福岡堰土地改良区会計収入支出予算（案）の議決について
　（ア）一般会計
　（イ）常勤役職員退職給与積立金特別会計
　（ウ）地区除外決済金特別会計
　（エ）地区除外決済金積立金特別会計
　（オ）備品費及び財産費引当積立金特別会計
　（カ）農業基盤整備促進事業特別会計
第１７号議案　平成２５年度予算内一時借入金限度額の議決について

　平成２５年３月２７日（水）に開催された通常総代会にて、福岡堰土地改良

区役員補欠選挙（第４被選挙区・常総市理事）が執行され、常総市大生地区 

須藤 剛氏が理事に当選されました。

役員補欠選挙執行について
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収　　　　　入 支　　　　　出

款 金　　額 款 金　　額

１. 組 合 費 ２０４，０１９，０００ １. 事 務 費 ９１，５４７，０００

２. 財 産 収 入 １２１，０００ ２. 維 持 管 理 費 ４８，４４７，０００

３. 補助金及び交付金 ３２，７７４，０００ ３. 事 業 費 ９３，４５２，０００

４. 負担金及び寄付金 １２，９７９，０００ ４. 財 産 費 ５，０００，０００

５. 雑 収 入 １，４３０，０００ ５. 借 入 費 １，０００

６. 繰 入 金 １０，０３１，０００ ６. 負 担 金 繰 出 金 ３２，７３９，０００

７. 繰 越 金 ２５，０００，０００ ７. 諸 費 ６，４２１，０００

８. 予 備 費 ８，７４７，０００

計 ２８６，３５４，０００ 計 ２８６，３５４，０００

会　　計　　別 収入予算額 支出予算額

（イ）常 勤 役 職 員 退 職 給 与 積 立 金 ８３，７５０，０００ ８３，７５０，０００

（ウ）地 区 除 外 決 済 金 ３，８１２，０００ ３，８１２，０００

（エ）地 区 除 外 決 済 金 積 立 金 ３０４，８６１，０００ ３０４，８６１，０００

（オ）備 品 費 及 び 財 産 費 引 当 積 立 金 ２４６，９１９，０００ ２４６，９１９，０００

（カ）農 業 基 盤 整 備 促 進 事 業 ９４，００１，０００ ９４，００１，０００

計 ７３３，３４３，０００ ７３３，３４３，０００

（単位：円）

（単位：円）

収　入 支　出

一 般 会 計 収 支 共
２８６，３５４，０００円也

特 別 会 計 収 支 共
７３３，３４３，０００円也
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水 難 事 故 ゼ ロ へ 　 ご 協 力 を

　当土地改良区管内には多数の用排水路があり、円滑な用水かんがいと水田排水を計るべく、毎年２回の藻刈

り及び堤塘の草刈りを組合員皆様のご協力により実施しておりますが、用排水の通水を妨げないよう、刈り取

りに当たっては、水路内への草の落下に充分注意して頂き、落ちた場合には取り除いて頂くようご協力をお願

い致します。

　又、刈り払い機による草刈り作業が多くなっておりますので、事故等にはお互いに充分注意して執行されま

すようお願い致します。万一、事故が発生したり、ケガをされた場合には、当土地改良区にて傷害保険に加入

しておりますのでご連絡ください。

　尚、本年第２回目が７月２８日 ( 日 ) に予定されておりますので、ご協力の程重ねてお願い致します。

　管内には、用水の不足を補うための機場が数多く設置されています。この機場はあくまで用水の補給として

の施設でありますので、かんがい前や降雨の場合等は運転を停止し、節電のためにもこまめな運転管理をお願

いします。

　用水かんがいの時期は水路に常時通水しており、水深も深く、流れも速い状態です。危険ですので水難事故に

ご注意下さい。特に子供たちの水遊びによる事故が懸念されます。ネットフェンス等の安全施設は設置してあり

ますが、子供たちを水難事故から守る為、ご家族に止まらず地域の皆様も一人ひとりが注意をしあい、「遊ばない」

「遊ばせない」「近寄らない」を合い言葉に子供たちが水路の近くで遊ばないようご協力をお願い致します。

　毎年お願いをしているところですが、用排水路へのごみの不法投棄

が一向に減らず、下流の用排水の通水に支障をきたしています。

　回収されるごみは、缶・びん・ペットボトル・家庭ごみ・汚物・自

動車のドア部品など多岐に亘ります。中には農業用ビニール・野菜・

果物等の農作物も含まれており、周りへの迷惑を承知で投棄する心な

い行為に非常に悲しく残念に思います。これらの処理には毎年多大な

経費を要しており、組合員の皆様から納めて頂いている賦課金を充用

している状況です。この現状にご理解頂き、ごみに対する意識を高め、

絶対にごみを捨てない、捨てさせないように皆さんのご協力をお願い

致します。

　又、各集落のごみ集積場は、用排水路から離れた敷地へ設置して下

さるようお願い致します。ごみが散乱し、用排水路へ流れることがあ

りますので、ご協力の程重ねてお願いを致します。

▼管内用排水路の藻刈り及び堤塘草刈りについて

▼ごみの投棄から水路を守ろう

▼揚水機場の運転について

“ゴミは必ず集積場へ”“誰もがみんな監視員”

　毎年５月に組合費通知書を発行しておりますが、面積・

組合員名に相違あるという連絡が多くあります。

　耕作地の移動又は組合員名に変更がある場合は、土地

改良法により、本人が土地改良区へ届け出ることになっ

ておりますので、必ず届け出るようお願い致します。

　組合費の納付につきましては、市役所窓口での納付

ができません。又、金融機関での 振込納付の手数料は、

組合員さんご本人に負担して頂くことになりますので、

是非、口座振替納付をご利用下さい。

　手続きは簡単で、口座振替手数料の負担もありませ

んので、より多くの皆様からのお申し込みをお待ちし

ております。

お  知  ら  せ
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　農地を農地以外のものに転用するときには、あらかじ

め土地改良区に地区除外の申請をして下さい。土地改良

区では、その土地を転用することにより、付近の他の農

地に被害がないかどうかを検討した後に土地改良区の意

見書等を交付します。その際に地区除外決済金等を納め

て頂きますが、これは土地改良法で義務づけられており、

その土地を地区除外することにより、残された農地が将

来加重な負担にならないようにするためのものです。公

共事業用地として買収又は寄付した土地も同様に決済金

等を納めて頂くことになりますので、事業主体（買収者）

が手続きをするように充分に話し合いをして下さい。手

続きをしないと賦課することになりますので、注意して

下さるようお願い致します。

　福岡堰土地改良区管内の用排水施設、交通安全施設（ネットフェンス等）が、

毎年、交通事故等による施設破損件数増加の傾向にあります。

　又、当事者が分からず、組合員の皆様から納入して頂いている賦課金を、

充用することになってしまう復旧工事件数も、同様に増加の傾向にあります。

　交通事故等により施設を破損された方、破損事故を目撃された方は、必ず

当土地改良区へ連絡して下さるようお願い致します。

　尚、破損した施設の復旧工事に要する費用は、対物損害賠償責任保険を適

用することが出来ますから、加入している保険会社等を連絡して頂ければ、

当土地改良区が現地調査の上、保険会社等へ請求し、復旧工事を施工いたし

ますので、ご協力をお願い致します。

　福岡堰土地改良区の区域内には、大小の用排水路があ

ります。このうち排水路に浄化槽を通して雑排水等を放

流しようとする場合には、土地改良区の承認が必要です。

本来、排水路は農業排水が目的であり、各家庭、事業所

等から出る排水は、公共下水等で処理されることになっ

ておりますが、その設備が無く、やむを得ず排水路への

放流が必要な場合は、農作物に対する影響等を検討し、

水質基準等を定め、認めております。土地改良区の排水

路へ浄化槽を通して雑排水等を放流するときは、必ず事

前に承認を受けてから放流して下さい。

福岡堰土地改良区では、平成２５年度内及び平成２６年度新規採用職員を募集します。

◆ 募 集 職 種 ： 土木職（主に農業土木職［一般事務含む］）
◆ 採 用 年 月 日 ： 平成２５年１０月１日（火）１名

及び募集人数 平成２６年　４月１日（火）１名
◆ 受 験 資 格 ： 平成２年４月２日以降に生まれた方（［大卒・短大卒（専門含む）・高卒、

平成２６年４月１日採用希望者は、卒業見込み者を含む］
長期勤続によるキャリア形成を図る観点から年齢制限を定めています）

◆ 申 込 期 間 ： ５月１日（水）～６月２７日（木）まで（市販履歴書Ａ４にて受付）
◆ 受 付 時 間 ： 午前９時～午後５時（土日祭日を除く）
◆ 試 験 日 ： １次試験＝７月２８日（日）筆記試験（一般教養試験）及び論文

２次試験＝８月下旬（平日）口述試験
◆ 試 験 会 場 ： 福岡堰土地改良区事務所
◆ 問い合わせ先 ： 福岡堰土地改良区庶務課

▼新規採用職員募集
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